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考えよう～良い年にするために～ 

 1月 7日、冬休みが明けて、子どもたちが登校しました。そして、次のような話をしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

笑顔いっぱい～あけましておめでとう会～ 

 ８日、「あけましておめでとう会」がありました。児童会の子どもたちの頑張りを感じます。よく

考えられたクイズを出して、その後、なかよしグループになって双六を楽しみました。聞くときは

しっかり聞きながら、みんなで楽しんでいました。笑顔あふれる 1時間でした。 
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皆さんにとって新しい年はどのような年でしょう。「一年の計は元旦にあり」という言葉の

通り、新しい年に向けて夢や希望、目標など考えたり、決めたりしたと思います。頭の中で思

い出してみましょう。国語の書写で手紙の書き方の勉強をして、校長先生に年賀状をくれた人

たちがいました。多くの皆さんが目標を書いてくれました。とても丁寧にしっかり書いていて、

頼もしく感じました。  

さて、今日から学校が始まります。コロナは、収束していませんが、「明けない夜はない」と

いう言葉の通り、必ず収束します。それを信じて、皆でできることを考えていきましょう。 

今からは、一年の「まとめ」であり、「高め合う」時期になります。 

 「まとめ」をするとは、自分がこの一年でできるようになったことは何か、頑張ったことや

工夫したことなどは何かを振り返って大きくなった自分を見つけることです。 

「高め合う」とは、自分だけでなくみんなで互いの良さや進歩を伝え合い、ともに自信がも

てるようにすることです。「字がうまくなったね」「すらすら読めるようになったね」「計算を間

違えなくなったね」「発言が増えたね」「わかりやすい説明だね」など友だち同士互いに良いこ

とを伝えてください。友だちに認めてもらうのは嬉しいものです。だから、もっと頑張ります。

すると、もっともっと伸びます。これが「高め合う」です。 

「まとめ」「高め合い」ながら、６年生は学校の良さ、例えば挨拶ができる、自分の考えが言

えるなどの伝統を引き継ぎ、５年生から１年生はそれを受け継いでいってほしいと思います。 

中央小学校の校訓「あかるく かしこく たくましく」を心にとめて、友だちや先生と元気

いっぱい過ごしましょう。 

 


